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4
感性ワークショップ（アートにふれる・心にふれる）
Workshop for Practicing Sensibility: Touching Minds through Art 

開催日	 2011年 8 月 4 日
企　画	 川畑秀明、後藤文子（脳と進化班）
講演者	 川畑秀明、後藤文子（脳と進化班）

陽光あふれる夏休みのある日、心理学と美学美術史学との協
働で「感性ワークショップ――つなぐ：線・色・形・人」が開
催された。進行役は文学部准教授・川畑秀明（心理学専攻）、
同・後藤文子（美学美術史学専攻）。アプローチは異なれど、
アートが生まれる場に長く関わってきた両名による指導のも
と、一般より広く募集した参加者20余名が、20世紀スイスの画
家パウル・クレー（1879-1940）の造形理論に挑戦した。

3 時間にわたるワークショップは、一度の休憩を挟む 3 部か
ら構成された。参加者は無作為にグループ分けされ、人体を楽
器に変換する玩具「にんげんがっき（タカラトミー）」で遊ん
で緊張を解いた後、第 1 部では後藤によるレクチャーおよび

《島》（1932年）の鑑賞を通してクレーの造形理論を確認した。
20世紀初頭のドイツの造形学校バウハウスでの講義録『造形理
論ノート』において、クレーは音楽体験をイメージへ転化する
手法を示す。今回はその一部を取り上げ、筆者によるヴァイオ
リンの実演を交えて音やリズムから生じる運動を形に置き換え
る手続きを体験した。これを踏まえ、第 2 部では用意されたさ
まざまな楽器を参加者自身が選択して組み合わせ、グループご
とに《島》を音とリズムに置き換えた。最後に第 3 部では

《島》から生まれた音が、参加者一人ひとりによって、再び紙
の上の形へ置き換えられた。

以上のとおり、限られた時間の中でさまざまに非日常的な創
造が要求されるワークショップであった。ところが参加者の創
造力は、その要求を上回って豊かだった。アートに関心がある
とはいえ、芸術制作に慣れているわけではない。抽象画を契機
とする即興演奏など尚更である。にもかかわらず、自由な遊び
を通じて新しい演奏アイデアを次々に生みだし、手が真っ黒に
なるのも構わず、時間が来てもなかなか紙から顔を上げないほ
どの没頭ぶりであった。「音楽と形」をつなぎ、さらに「人と
人」とをつなぐ――「にんげんがっき」の試奏に始まり即興演
奏、そして造形に至るまで、じつは本ワークショップは二重の
目的をもって企画されていた。3.11をきっかけに、個別化の一
途を突き進んできた現代生活のあり方が問い直され始めた今、
日常生活とは一見かけ離れて見えるアートこそ、あらゆる人に
創造と共感の可能性を開きうる、と身を以て確信された一日と
なった。

� （山根千明）

Workshop for Practicing Sensibility, lead by asst. Professor 
Hideaki Kawabata and asst. Professor Fumiko Goto, proved 
the art theory of Paul Klee and the potential of art for com-
mon experience.


